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令和８年 第７回総務経済常任委員会会議録 

令和８年６月３日 議員控室 

○協議事項 

（１）要請のあった意見書の取り扱いについて 

 

○出席委員（８名） 

   委員長 牧 野   仁 君       副委員長 安 藤 辰 行 君 

宮 本 雅 晴 君            横 田 喜世志 君 

三 澤 公 雄 君            赤 井 睦 美 君 

水 野 博 美 君            黒 島 竹 満 君 

 

 

                                                         

 

○出席事務局職員 

   事務局長 野 口 義 人 君 

議事係長 藤 原 悟 史 君      事務局係長 千 代 貴 大 君  
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〔開会１２時００分〕 

 

◎ 開会・委員長挨拶 

○委員長（牧野 仁君） じゃあ開会します。委員長挨拶は割愛させていただき、協議事項

に入ります。 

 

◎協議事項 

○委員長（牧野 仁君） 要請のあった意見書の取り扱いについてなんですけども、これは

渡島町村会議会議長会より別紙のとおりです。 

 東京一極集中の税の偏在是正及び地方の持続的発展に向けた施策の強化を求める意見書

の提出について、要請が来ております。 

これについて、私どもの総務経済常任委員会として、要請内容を賛同し、発委意して意見

書を上程してよろしいでしょうか。どうかなと。 

○委員（三澤公雄君） はい。 

○委員長（牧野 仁君） 三澤さん。 

○委員（三澤公雄君） あの賛同はしたいんだけど、改めて１から７の記って書いてるのを

読んだら、一丁目一番地のいわゆる国の省庁の地方移転って、前の前の前の前に一生懸命や

ってたんだけど、この頃全然上がってこないんだよね。 

 それで、最近知ったことだけど、韓国、今ね、K₋POPも含めていろんなこう世界に発信し

てるけど、本当にソウルに一極集中してた国の省庁を本当に地方分散やって、見事に世界に

飛び立つ韓国に変わってきているわけさ。 

だから、少なくても、なんだっけ。この意見書を出しているとこの団体。 

○委員長（牧野 仁君） 渡島町村会。 

○委員（三澤公雄君） 国に対しているものの言い方がちょっと弱いっていうか、省庁の地

方移転ということをまだ文化庁が京都にちょっと視点を出したぐらいなことしかやってな

いんで。 

なので、そこをちゃんと謳ったほうがいいんじゃないかなと思うけど、僕らで文章は直せ

ないんでしょ。 

○委員長（牧野 仁君） そうそう。まあ、それは次回ということで。 

○委員（三澤公雄君） その団体にちょっと言ってやんないとだめだな。 

○委員長（牧野 仁君） まあ、次回の。 

○委員（三澤公雄君） 本気がないなら。 

いや、韓国がやってると、やり遂げたっていうところがやっぱり国のそれぞれの人たちは

本気になってもらいたいと思うんだよね。そういう意見です。 

○委員長（牧野 仁君） はい、わかりました。貴重な意見ありがとうございました。 

○議会事務局議事係長（千代貴大君） あくまで八雲町で出す意見書なんて、別にこれを文

面整理してもそれは。あくまで八雲町議会としての意見表明なので、一字一句変えちゃだめ

ってわけでもないというふうに。 

○委員（赤井睦美君） 加えることは OK。 
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○議会事務局議事係長（千代貴大君） 加えても。 

○委員（赤井睦美君） いいじゃん。 

○議会事務局議事係長（千代貴大君） ただし、渡島町村会から加えたんだねって言われる

かどうかはわからないですけど。あくまで八雲町議会の意見。 

○委員（三澤公雄君） お前らだらしないからだって言えばいいしょ。 

○委員（赤井睦美君） 直接電話してもらう。 

○議会事務局議事係長（千代貴大君） だめだってことはないんじゃないかなっていうのは。

ごめんなさい、個人的な意見ですけど。 

○委員長（牧野 仁君） 個人的に。 

○委員（三澤公雄君） 一番最初にそこを書かなきゃいけないと思うんだよなあ。 

○委員（横田喜世志君） これはメインの文章の下のほうにさ、東京一極集中という国土構

造上の問題に起因するものであり、国が責任をもってその是正に取り組み、地方分散型の国

土構造への転換を図るとともに、って書いてある部分。 

○委員（三澤公雄君） ここ削除でないのか。国土構造上の問題なんていう、逃げ口上、違

う。東京が首都になる前はさ、京都だってね。豊臣の時代には大阪だったりしたわけだから

さ。国土構造上のなんてね。これね、これは逃げ口上だわ。これはよくない文章だな。ここ

カットして、省庁移転問題を書こうよ。あ、ここ気づかなかった、本当。これはどう。国の

作り方の首都、え、何。これ、副首都を賛成を狙っているの、この意見書。大丈夫。副首都

構想ぐらいで、逃げられちゃ困るんだよね。 

○委員（横田喜世志君） 大阪都構想にも寄り添ってんでねぇのか。 

○委員（三澤公雄君） なんかな。 

（何か言う声あり） 

○委員（横田喜世志君） 東京に行ったらなんとか生活できると思って、みんなエーンエン

泣いているかもしんないけど、底辺はどこまでいっても底辺だから。 

○委員（三澤公雄君） なんか、あまりまじめな意見書じゃないみたいだけど。とりあえず

参考にしましょって。 

（何か言う声あり） 

○委員長（牧野 仁君） まぁまぁそうなんです。一応これ、上程してよろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長（牧野 仁君） 私からでよろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長（牧野 仁君） よろしくお願いします。 

○議会事務局次長（藤原悟史君） すみません。事務局から１件。 

定例の常任委員会なんですけど、前回６月 11 日ということでご案内したんですけども、

この時ちょっと委員長が不在ということなので、ちょっと１週ずらして文厚 18日にあるん

ですが、その時、同時に総務もやろうと思っていて。 

○委員（赤井睦美君） 同時に。同時開催なの。時間も。 

○議会事務局次長（藤原悟史君） それで、午前中なんか交通安全の関係の旗の波の行事が

あるってことなので、バスの事故の関係で。 
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それで、午後１時半から総務をやって、終了後、２時半くらい、２時くらいに文厚をやろ

うと思いますので。 

○委員長（牧野 仁君） いいですか。僕ちょっといない。そしたら、18でお願いします。 

○委員（黒島竹満君） 俺も欠席だ。 

○委員長（牧野 仁君） なんで。 

○委員（黒島竹満君） 会議ある。 

○委員長（牧野 仁君） 11かい。 

○委員（黒島竹満君） 違う、18。 

○委員長（牧野 仁君） じゃあ、これで終わりたいと思います。お疲れ様でした。 

 

〔閉会１２時０７分〕 


